
「川の魚を知る・学ぶ」(座学)
　　岡山の川について
　　川と海の通し回遊の不思議
　　魚の形からわかる
　　　　　　　　それぞれの生き方

「魚をとる・観察する」(座学＋実習)
　　用水路での魚とり
　　とれた魚の観察と解説
　　まとめ：22日の探検隊に向けて

■開催概要

日にち：2026年8月19日(水)・8月20日(木)

時　間：13:00～16:00（19日は12:45集合）

場　所：人と科学の未来館サイピア

　　　　1階科学体験・学習広場・周辺の用水路

定　員：8名（先着）

対　象：小学生～大学生

参加費：無料

(専門学校生・大学院生含む)

ウナギの保全と持続的利用

を目指す保全生態学者。

国際自然保護連合
(IUCN)


ウナギ属魚類専門家グループメンバーとして、

ウナギのレッドリスト評価に参加。岡山で20年

にわたりウナギの研究を続けている。
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8月22日に開催する「旭川うなぎ探検隊」に向けて、川の魚のひみつを深掘りする二日間！8月22日に開催する「旭川うなぎ探検隊」に向けて、川の魚のひみつを深掘りする二日間！
なぜ魚の形はちがうのか？川と海を行き来するとはどういうことか？なぜ魚の形はちがうのか？川と海を行き来するとはどういうことか？

座学とフィールドワークで魚の生態や川について学びます。座学とフィールドワークで魚の生態や川について学びます。

8月22日に開催する「旭川うなぎ探検隊」に向けて、川の魚のひみつを深掘りする二日間！
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座学とフィールドワークで魚の生態や川について学びます。

８月19日(水)８月19日(水)８月19日(水) ８月20日(木)８月20日(木)８月20日(木)

本講座は、8月22日(土)開催の「第11回旭

川うなぎ探検隊」(詳細は裏面)との連続プロ

グラムのため、三日間すべて参加できる方を

募集します。

8月19日(水)と20日(木)については、保護者

の方の入室やご見学はご遠慮いただいており

ます。当日は送迎のみのご対応にご協力いた

だけますと幸いです。

申込期限：〆8月15日(土)

申込方法：

右記QRコードを読み
こんで申込フォームより
お申し込みください。
(※２２日の参加申し込み
も兼ねています）

【お問い合わせ】
　岡山県生涯学習センター人と科学の未来館サイピア（086-251-9752）

主催：中央大学法学部海部研究室　協力：岡山大学理学部附属臨海実験所、岡山河川事務所主催：中央大学法学部海部研究室　協力：岡山大学理学部附属臨海実験所、岡山河川事務所主催：中央大学法学部海部研究室　協力：岡山大学理学部附属臨海実験所、岡山河川事務所

■講師

海部 健三

中央大学法学部教授

先生

8月22日(土)の参加も

必須（詳細は裏面）
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